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1.「新たな都市交通調査体系のあり方
に関する検討会」の検討内容

（「デジタル社会に対応した新しい都市交通調査体系
の実現に向けて」中間とりまとめ）
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デジタル社会に対応した新しい都市交通調査体系の実現に向けて中間とりまとめ（抜粋）



5

デジタル社会に対応した新しい都市交通調査体系の実現に向けて中間とりまとめ（抜粋）
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新たな都市交通調査の実現に向けたロードマップ

A.都市活動の
リモート化に対応した
新たな都市交通調査
手法の開発

D.新たな
都市交通調査に係る
手引きの作成

B.効率的で多様な
都市交通調査手法の
構築

C.都市交通調査の
データ利活用の促進

全国PTを活用したモデル開発

地域毎に個性
のある都市交通
調査の促進

試行調査

中
間
と
り
ま
と
め

R6 R7R5R4 R8～

データオープン化に
向けたルール検討

「活動」の把握方法の検討

ビッグデータ活用手法の整理

プラットフォーム構築

全国PT
調査

データ
反映

アクティビティ・ベースド・シミュレータの開発

全国PT
企画

メンテナンス継続

帯広、宇都宮、
新潟、西遠、中京、
松山、熊本等

調査アプリの開発 調査アプリ改良 メンテナンス継続

調査の共通仕様の検討

データオープン化の考え方の整理

データ標準仕様の検討

機能検証・UC開発

随時、都市圏調査を支援

簡易分析・可視化のためのツール開発

３D都市モデル等との連携の検討

コンテンツの充実を継続

（仮称）都市交通調査
ガイダンス公表

※赤字が本検討委員会のメインテーマ
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参考：検討体制

新たな都市交通調査体系の
あり方に関する検討会

都市交通調査の深度化に向けた
検討委員会



2. 本検討委員会の目的と
成果（シミュレータ）の適用イメージ
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検討委員会の目的

○全国の都市における、立地適正化、公共交通利用促進、ウォーカブル等の様々な施策の検討（現状分
析や将来予測、施策評価）の効率化・高度化に資するよう、また自治体等によるデータのさらなる利
活用を目指して、

・全国都市交通特性調査（全国PT）データ
・都市交通調査データ（小サンプル）
・他のデータ（ビッグデータや統計等）

を活用した、効率的で効果的なアクティビティ・ベースド・シミュレータの開発を目指す

○検討委員会では、開発に向けた技術的な検討及び助言を行うことを目的とする

・大都市であれば都市交通調査を実施し、独自にモデルを構築することが可能であるが、人口規模が比較的小さな都
市（例えば人口30万人程度未満）の場合、大規模な調査を実施することや施策評価のために一からシミュレーショ
ン手法を構築するには負担が大きい

・全国PT調査を用いてシミュレーションを構築し、都市交通調査や他のデータで補正をかけることで、各地域におい
て施策評価が可能なシミュレーションの開発を目指す

都市交通調査データ
（小サンプル）

全国都市交通特性調査
データ

他データ
（ビッグデータ、統計等）

都市類型別の標準的な
アクティビティ・ベースド

・シミュレータ

地域特性を加味した
アクティビティ・ベースド・

シミュレータ

補正補正

モデル推定

将来推計、施策評価へ現状分析へ

※シミュレータ適用都市で調査実施
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新たに開発する手法の対象イメージ

道路整備
LRT

公共交通再編

道路空間再編

ビジョン

都市機能誘導

行動変容

現状の地域間の
人の動き

をもとにした検討
（現況目的手段OD等）

政
策
・
施
策
の
種
類

将来・施策後の
人の動き

を捉えた検討
（将来分析・施策評価）

政策・施策の検討内容

これまでの
PT調査が

カバーしてきた領域

※事業評価等が必要な政策・施策

ビッグデータ
（GPS等）を
組み合わせて

検討

より最新で詳細な
解像度の

データによる検討

これまでのPT調査
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新たに開発する手法の対象イメージ

道路整備
LRT

公共交通再編

道路空間再編

ビジョン

都市機能誘導

行動変容

現状の地域間の
人の動き

をもとにした検討
（現況目的手段OD等）

政
策
・
施
策
の
種
類

将来・施策後の
人の動き

を捉えた検討
（将来分析・施策評価）

政策・施策の検討内容

※事業評価等が必要な政策・施策

より最新で詳細な
解像度の

データによる検討

大サンプルPT調査で対応

シミュレーションにより
データを生成する方法を開発することで、

施策の検討材料として
活用可能なデータを入手しやすくする

新たに開発する
手法の対象

※シミュレーションにより生成されるデータは、人の移動・活動をモデル化し簡易的に表現しているため、実
態を直接調査した従来のPT調査データの完全な代替とはならない点に留意が必要である。
また、統計的精度等の説明はできないため、現段階では事業評価等への活用には課題があると考えられる。
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シミュレータを活用することで実現を目指すこと

① パーソントリップ調査や人流ビッグデータ等と整合した人の移動・活動に関す
る現況データを、多くの都市で効率的・効果的に生成可能になる

➡人の移動・活動の実態に基づいた施策検討が、 PT調査を実施できてい
なかった都市でも行いやすくなる

➡人の移動・活動データの活用場面が多様化（高頻度でのデータ取得が
可能になり、詳細な空間・時間解像度での人の移動・活動の把握が可能に）

② シミュレータを用いることで、現況の把握だけでなく、将来推計や施策の影響
評価が可能になる

➡将来動向や施策の効果を見ながら、より効果的な施策の検討を実現する
とともに、関係者の合意形成をスムーズに

施策検討の効率化・高度化

③ 生成されたデータは疑似的なデータであり、個人情報にあたらないため、
一人一人の移動・活動データを外部提供（公表）していくことも可

➡行政以外の民間等でも、一人一人の移動・活動データが扱いやすく

データの利活用の促進

※シミュレーションにより生成されるデータは、人の移動・活動をモデル化し簡易的に表現しているため、実態を
直接調査した従来のPT調査データの完全な代替とはならない点に留意が必要である。
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活用イメージ①：都市のビジョンや都市機能配置の検討

現況分析 将来課題分析・施策評価

政策・施策検討

③多様な視点での都市分析
・環境：自動車CO2排出量
・防災：被災時滞留人口
・健康：交通分担率、徒歩時間

①活動圏域分析
・人の集まる場所とその後背圏
・拠点の来訪者特性
（目的、交通手段、居住地など）

①都市と交通を一体的に捉えたビジョンの検討
・マルチモードで人の集まる場所と後背圏を捉え、その将来動向を把握することで、
拠点の位置づけと後背圏となる居住地、それらをつなぐ交通を一体的に検討
・人の暮らしを実態を把握し、誰が困難を抱えているかを把握することで、誰を
ターゲットにどのような施策取り組むべきか、方向性を検討
・環境、防災、福祉などの多様な視点から総合的に検討

②都市機能誘導や居住誘導の検討
・誘導施設と誘導区域の検討
－拠点の施設立地状況に加え、来訪者の特性を考慮
－ターミナルからの徒歩等の回遊範囲を考慮

・居住誘導区域の検討
－徒歩や公共交通での移動時間の実態を考慮

将来課題分析
・将来人口動向をもとに、人の移動・活動の趨勢的な変化を把握
・今後起こりうる変化（オンライン化の進展、自動運転など）による
影響を把握し、変化の幅に対して柔軟に対応できるよう準備

▲拠点と後背圏の分析

▲地区別の自動車CO2

施策評価
・施設配置や将来人口分布、交通サービスレベルの変化に対して、
多様な視点（暮らし、環境、防災、健康等）から影響を分析し、
施策のトレードオフを理解

将来の都市像

②人の暮らしの実態
・居住地や属性による活動実態
－外出率
－活動時間・移動時間
－自宅からの活動場所の距離
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利用者数
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健康 … … …

将来起こりうる変化

オンライン
化の進展

自動運転の
進展

各シナリオの影響を多面的に把握

（第6回東京都市圏PT調査 新たなライフスタイルを
実現する人中心のモビリティネットワークと生活圏）（志木市低炭素まちづくり計画）

▲モビリティ水準による
外出率の違い

（群馬県 パーソントリップ調査 調査結果）

（第4回西遠都市圏総合都市交通体系調査報告書）
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活用イメージ②：公共交通施策の検討

現況分析 将来課題分析・施策評価

政策・施策検討

②利用者及び市民の活動
・１日の活動の状況
（外出率、活動時間など）
・公共交通利用者の特性
（目的や各種属性、行先、
端末交通の手段・時間など）

・自動車利用者の特性
（目的や各種属性、行先など）

①移動の状況
・地域間の総流動
・交通手段別の流動量 など

①公共交通ネットワークの再編
・大規模な需要に対応した大量輸送機関と少ない需要に対応し
た個別輸送機関の最適な組み合わせの検討
－需要が多い場合は、基幹路線として高頻度
－少ない場合には、オンデマンド交通等の導入
－長期的に利用減少が見込まれるのであれば縮退の候補地へ

②公共交通の利用促進策の検討
・運賃施策やモビリティマネジメント等による利用促進の検討
－運行しているが受容が少ない地域での導入検討
－利用している人の属性や目的、乗降場所からの距離等を捉えて、
どのような人がターゲットになるかを検討

－居住者の活動を捉えて、ターゲットがどこに分布しているかを把握

将来課題分析
・将来の人口動向や完了見込みのある開発などを前提に、人の移動、
活動に関する趨勢的な傾向を把握し、早い段階から対応を検討

１）将来人口及び都市整備を前提とした公共交通需要の推移を
把握し、事業継続性の判断材料に

２）将来的な人口構成の変化（高齢者増など）による活動への
影響（外出率が低い地区など）を把握し、将来の備えを検討

▲バスのODトリップ数

▲バス利用者の目的内訳 ▲外出率の地域分布

施策評価
・公共交通ネットワークの再編に関して、ゾーンレベルの交通サービス
水準の変化による、公共交通利用者数や外出率の変化を推計

▲代表交通手段分担率
の将来変化

▲公共交通導入による
地域別利用者の変化

（前橋市地域公共交通計画）

（沖縄本島中南部都市圏PT調査）（前橋市地域公共交通計画） （東京都市圏交通計画協議会HP） （第５回仙台都市圏 パーソントリップ調査報告書 提案偏）
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活用イメージ③：ウォーカブル施策の検討

現況分析 将来課題分析・施策評価

政策・施策検討

②地区レベルの回遊分析
・歩行者の回遊
－移動（歩行者数、経路など）
－滞留（立寄場所、滞在時間）
・自動車や自転車の交通量
・来訪者のアクセスポイント
（利用駅、利用駐車場など）

①広域レベルの来訪者分析
・来訪者の属性や目的、交通手段
・来訪者の居住地分布
※周辺の拠点との違いも分析

①地区におけるまちづくりの方向性
・現在のまちの使われ方や将来的な動向もふまえ、
まちづくりの方向性を検討
・各路線のモード別の交通量・利用目的・属性、
施設の立地状況等も加味しながら、回遊、滞在、
にぎわいなどの視点で、路線の位置づけを整理

将来課題分析
・将来の人口動向に応じて、拠点への来訪者の人数や構成の変化
（高齢者が増加するなど）把握し、長期的なまちづくりを検討

▲来訪者の目的構成

▲中心市街地での滞在時間 ▲地区内の徒歩回遊状況

施策評価
・歩行空間整備や施設配置による、歩行者の回遊の変化をシミュ
レーションすることで、各施策の影響を把握
・また、歩行空間整備等により、車両の通行空間が狭くなったことによ
る自動車混雑への影響を、自動車シミュレーションにより把握

▲オープンカフェによる歩行者数の変化

③区間レベルでの利用実態
・空間上のアクティビティ

▲来訪者の居住地分布

0～0.05
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0.2～0.4
0.4～0.8
0.8～

※20mメッシュ内の
GPSの測位点の数/中
心市街地来訪者数
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（分）

190.9分

201.1分

②地区交通施策の検討
路線の位置づけをもとに、施策実施による影響を
考慮しつつ、具体的に施策を検討

・歩行ネットワークの検討 ・駐車場等の配置
・他の交通機関の動線 ・結節点の改良

③施設配置・空間形成の検討
まちづくりの方向性をもとに、施策実施
による影響を考慮しつつ施策を検討
・施設配置、再開発
・公共空間の利活用
・街並みの形成

（国土交通省 スマート・プランニング実践の手引き）（国土交通省 スマート・プランニング実践の手引き）（国土交通省 スマート・プランニング実践の手引き）

（第6回東京都市圏PT
駅まち回遊まちづくりの分析の手引き）
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活用イメージ④：民間サービス等における活用（イメージ）

マーケティングでの活用 新たな交通サービス導入での活用

▲私事目的の時間帯別滞留人口（性年齢別）

・地区単位でどのような目的でどのような特性の人が集まっているのか
を把握することで、来訪者の特性に沿ったマーケティングの検討に活
用可能（商業施設や再開発事業者等）

昼間は40歳以上の
女性が多く、夕方は
若年層（特に女性）

が多い

・地区に住んでいる人や働いている人が、普段どこで活動していて、ど
のような交通手段で移動しているかを把握することで、シェアリング
サービス等のニーズ把握や導入エリアの検討に活用可能

▲目的別の日常行動圏

※黒枠内居住者の日常行動圏を図化

買物

食事・社交等

（第6回東京都市圏PT 暮らしにおける外出行動の分析の手引き 資料編）（東京都市圏交通計画協議会HP）
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活用イメージ④：民間サービス等における活用（イメージ）

大規模開発の影響評価での活用 パンデミックによる外出行動への影響

▲関係車両の方面構成比

・再開発等の大規模開発による周辺交通への影響評価を行う際に、
交通手段分担率等が活用可能。

大規模開発が行われる
地区の発生交通量を
予測する際、交通手
段分担率を利用

・コロナ禍のようなパンデミックに際し、属性別や交通手段別の影響
を評価することが可能。

▲地域別の交通手段分担率

（全国の都市における生活・行動の変化―新型コロナ生活行動調査概要（第２編））（（仮称）横浜駅西口駅ビル計画に係る環境影響評価書）

（大規模開発地区関連交通計画マニュアル）
▲年齢階層別の外出率



3. 構築をめざすシミュレータの考え方
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シミュレータに求められる事項

○シミュレータの内容
・従来のPTデータに相当するような、一人一人の移動・活動を表現できるアクティビティシミュ
レータの開発

・ウォーカブル等のミクロな施策ニーズへの活用も見据えた、移動軌跡等を把握できるシミュレー
タへの拡張性

○シミュレータの活用
・各地域の自治体やコンサルタント等が、シミュレータを簡便・安価に更新し利用できる仕組み

シミュレータ適用都市で調達

全国の都市における、立地適正化、公共交通利用促進、ウォーカブル等の様々な施策の検討
（現状分析や将来予測、施策評価）の効率化・高度化に資するよう、また自治体等による
データのさらなる利活用を目指したアクティビティ・ベースド・シミュレータ開発を目指す

全国PTデータを用いて国で開発
→各都市は開発されたシミュレータ
を活用

都市交通調査データ
（小サンプル）

インプットデータ
（人口、施設、交通サービス等）

他データ
（ビッグデータ、統計等）

都市類型別の標準的な
アクティビティ・ベースド

・シミュレータ

地域特性を加味した
アクティビティ・ベースド・

シミュレータ

補正補正

将来推計、施策評価へ現状分析へ

※シミュレータ適用都市で調査実施

簡易的に補正可能な方法を検討
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シミュレータの全体像

人口データ
（国勢調査等）

アクティビティ
ベースドモデル

（ABM）

自動車
経路配分

個人データ生成
モデル

個人データ
生成

公共交通
経路配分

歩行回遊
など

個人データ

各個人の一日の移動・活動データ
（PT調査のマスターデータに相当）

各交通手段の
交通ネット
ワークデータ

（DRM、GTFS等）

小サンプルPT調査（分担率等）
ビッグデータ（滞留人口等）

モデルの補正

各個人の一日の移動・活動データ
（途中の移動経路の情報も付与）

断面観測交通量
（トラカン、乗降客数、歩行者数等）

補正

アクティビティ
生成

移動軌跡
生成

○個人データ、アクティビティ、移動軌跡の生成を組み合わせ、ビッグデータ等の観測データと整
合するように、疑似的に人の移動・活動を生成するシミュレータを目指す

比較・検証

地点間交通
サービスデータ
（LOSデータ）

施設データ
（事業所、店舗、
公共施設等）

※性年齢、居住地、就業状態、勤務地、
世帯構成、免許保有等を付与

※混雑等の影響も加味

将来的には施設や交通サービスが
居住地等の選択に与える影響考慮
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アウトプットデータのイメージ

集計データ

個人
レベル
データ

トリップ
チェーン

移動
経路

ＯＤ表等
＜公表＞

PT調査
データ

マスター
データ
＜非公表＞

（該当なし） GPS

※シミュレーションで生成したデータは実在する個人の移動・活動データではないため、
個人情報に該当せず、データのオープン化等におけるハードルが低い

○これまでのPT調査のマスターデータに相当するデータ生成をまずは目指す
○推計された個人レベルデータに関しても、オープン化していくことを想定

今回作成
データ

＜参考＞
他データ

ここの
データ
作成を
目指す※

今後
拡充を
目指す

携帯電話
基地局

Wi-Fi
GPS



全国
PT調査
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長期ロードマップ

全国PT

モデル
開発

個人データ生成モデル

データ
反映

全国PT

モデル
ﾕｰｽｹｰｽ

山形・群馬など UC継続

適用
普及

地域
モデル

中
間

と
り
ま
と
め

PT調査実査
（帯広、宇都宮、新潟、西遠、

中京、熊本、松山等）

R6 R7R5R4 R8～

PT調査ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

全国
PT

都市圏
PT調査

プラットフォーム
リリース

コンテンツを充実させる

全国PT
事前検討

本リリースアルファ版
リリース

シミュレータの補正

（仮称）都市交通調査
ガイダンス公表

R4実施都市など

水色が検討委員会の検討事項

アクティビティモデル
継続改良

各都市の事例をふまえ
地域モデルの手法整理

デジタル社会に対応した新しい都
市交通調査体系の実現に向けて
中間とりまとめの位置づけ 全国PTを活用したモデル開発

アクティビティ・ベースド・シミュレータの開発

機能検証・UC開発

移動軌跡等の検討


